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空
を
見
上
げ
小
鳥
の
囀
り
を
聴

い
て
「
あ
あ
よ
か
っ
た
！
」
と
思

わ
ず
声
に
出
し
て
言
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
み
ん
な
で
一
生
懸
命
準

備
し
て
き
た
夏
祭
り
の
朝
で
し
た

か
ら
。

　
夏
祭
り
も
今
年
で
37
回
目
を
迎

え
ま
し
た
。
自
治
会
最
大
の
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
、
す
っ
か
り
定
着
し

今
年
も
昨
年
以
上
の
方
が
来
場
さ

れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

何
よ
り
嬉
し
か
っ
た
の
は
、
皆
さ

ん
が
会
場
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
笑

顔
で
歓
談
し
て
お
ら
れ
る
姿
や
、

結
婚
さ
れ
た
り
就
職
等
で
こ
の
団

地
を
出
て
行
か
れ
た
方
た
ち
が
、

祭
り
に
合
わ
せ
て
大
勢
里
帰
り
さ

れ
、
お
孫
さ
ん
を
交
え
ご
家
族
や
、

お
知
り
合
い
と
旧
交
を
温
め
る
と

い
う
ケ
ー
ス
が
年
々
増
え
て
き
た

こ
と
で
す
。『
緑
と
清
流
に
囲
ま
れ

た
自
然
豊
か
な
こ
の
団
地
を
、
み

ん
な
の
心
の
ふ
る
さ
と
に
』
を
合

言
葉
に
、
総
手
作
り
の
心
温
ま
る
お
祭
り
を

繰
り
広
げ
ら
れ
た
こ
と
は
大
変
う
れ
し
く
、

こ
の
こ
と
は
自
治
会
が
目
指
し
て
い
る
お
祭

り
の
目
標
で
も
あ
り
ま
す
。

　
37
回
に
わ
た
っ
て
お
祭
り
が
途
切
れ
る
こ

と
な
く
続
い
て
き
た
の
は
、
自
治
会
の
先
輩

方
や
そ
れ
を
支
え
て
く
れ
た
地
域
の
皆
様
は

じ
め
各
団
体
の
大
変
な
ご
努
力
が
あ
っ
た
か

ら
で
す
。本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
40
年
近
い
時
が
流
れ
る
今
も
、
そ
し
て
世

代
が
変
わ
っ
て
い
く
こ
れ
か
ら
先
も
、
こ
の

団
地
を
将
来
の
棲
家
と
し
て
、
ま
た
、
故
郷

手
作
り
の
祭
り
を
支
え
て
頂
い
た
地
域
の
皆
様
、
学
校
関
係
の

皆
様
、
関
係
団
体
の
皆
様
、
自
治
会
役
員
や
関
係
者
の
す
べ
て

の
皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

こ
ま
武
蔵
台
自
治
会
長　
　

土　

井　

太　

郎

みんなの気持ちが一つにつながり合えた夏祭り

◆9月25日 地区体育祭のお知らせ
　地区対抗10連覇目指して、
　みなさん参加しましょう!!　

　秋恒例の地区体育祭も今年で34回目、武蔵台地区は
10連覇を目指します。平成19年からは武蔵台と横手台
の地区対抗戦にもなっています。
　対抗種目は全５種目（紅白玉入れ、レスキュー綱引
き、ボール送り、障害物競争、地区対抗リレー）僅差
で競り合い、最後のリレーで優勝が決まるような手に
汗にぎる展開が毎年繰りひろげられています。また、
どなたでも参加し楽しめるパン食い競争、自転車遅乗
り競走、買い物競争などの種目も沢山あります。家計
にうれしい賞品も沢山ありますよ！

開催日　　平成28年9月25日（日）
　　　　　予備日は10月２日（日）
場　所　　武蔵台小学校　グランド
　地区対抗種目の選手募集については、「回覧」で各戸に
回ります。ぜひ申し込んで下さい。� （体育部　皆川）

◆11月2日 秋の日帰りバス旅行のお知らせ

秋の信州路、蓼科高原と白樺湖を楽しむ

　今年も会員の皆さんの親睦を深
め、秋の自然を満喫する日帰りバ
ス旅行を企画します。
　信州のビーナスラインを走り、
白樺湖畔の散策や蓼科高原の秋の
自然を楽しむ旅程です。

　湖畔でバイキングの昼食を楽しんだのち、諏訪大社
参拝や蓼科高原チーズケーキ工房でお買い物。バス旅
行ならではの楽しみをいっぱい詰め込みました。

期　　日� 11月2日(水)　
� （朝7時出発�→�午後7時帰着予定）
行　　先� 長野県白樺湖、蓼科高原
会　　費� 6,000円/人（当日徴収）
募集人員　� 90名�－�大型バス2台を予定
参加申込� 9月5日より受付開始。
� 定員になり次第締め切り。
申 込 先� 自治会館�事務局（電話：982-3904）
　尚、旅行の詳細については、9月1日発行の自治会回
覧をご参照ください� （文化厚生部　鳥井）

と
し
て
愛
し

む
人
の
つ
な

が
り
で
、
何

時
い
つ
ま
で

も
お
祭
り
が

続
き
ま
す
こ

と
を
お
祈
り

申
し
上
げ
、

お
礼
の
挨
拶

と
い
た
し
ま

す
。
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平
成
28
年
7
月
16
日
（
土
）

午
後
7
時
～
9
時　
　

自
治
会
館
２
階
会
議
室

◆
Ⅰ　

協
議
事
項
◆

（
１
）
平
成
28
年
第
37
回
夏
祭
り
最
終
確
認

全
体
で
行
う
作
業
23
日
（
土
）、
30
日
（
土
）

の
役
割
分
担

プ
ロ
グ
ラ
ム
確
認

夏
祭
り
当
日
の
午
前
、
午
後
の
役
割
分
担

其
の
他
検
討
事
項　

①
来
賓
者
に
対
す
る
対
応
（
案
内
役
、
料
理

関
係
）

②
夏
祭
り
舞
台
の
設
営
変
更
に
つ
い
て

③
山
車
牽
き
子
供
の
法
被
対
応
に
つ
い
て

④
盆
踊
り
子
供
参
加
促
進
に
向
け
て

（
２
）
住
民
安
否
確
認
防
災
訓
練
の
方
法
に
つ

い
て

班
長
会
議
の
招
集
で
徹
底
す
る

訓
練
の
方
法
に
つ
い
て

（
３
）
大
掃
除
の
対
応
に
つ
い
て

真
夏
の
参
加
者
に
対
す
る
健
康
管
理
対
策

（
４
）
武
蔵
台
・
横
手
台
体
育
祭
に
つ
い
て

役
員
の
役
割
分
担
、
申
請
書
提
出
。

（
５
）
慶
弔
見
舞
金
支
払
い
対
象
の
明
確
化
に

つ
い
て

◆
Ⅱ　

会
長
・
区
長
か
ら
の
報
告
◆

（
１
）
会
長
関
係

①
社
会
福
祉
協
議
会
会
員
増
強
月
間
（
７
月・

８
月
）

②�

一
斉
大
掃
除
時
熱
中
症
発
生　
今
後
の

対
応
検
討

③
植
木
剪
定
枝
の
集
積
場
開
設
、
７
月
よ
り

開
始（
業
者
回
収
毎
月
第
一
、第
三
金
曜
日
）

④
Ｎ
Ｔ
Ｔ
電
柱
立
て
替
え
予
定
（
６
丁
目
）

随
時
、
実
施
期
間
10
月
迄

⑤
７
月
７
日
（
木
）
区
長
要
望
担
当
部
署
と

ヒ
ヤ
リ
ン
グ
実
施�

⑥
７
月
15
日
（
金
）
台
っ
こ
ス
ク
ー
ル
実
施

⑦
７
月
20
日
（
水
）
ケ
ア
ー
マ
ネ
会
議

⑧
７
月
21
日
（
木
）
郊
外
住
宅
地
の
住
ま
い

方
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
報
告
会
開
催

　
午
後
１
時
30
分
よ
り　
武
蔵
台
公
民
館
に
て

⑨
�60
番
ダ
ス
ト
Ｂ
Ｏ
Ｘ
の
水
運
び
キ
ャ
リ
ー

紛
失
（
ダ
ス
ト
Ｂ
Ｏ
Ｘ
内
保
管
）

（
２
）
区
長
関
係

①
７
月
３
日
（
日
）
飯
能
日
高
西
部
地
区
消

防
操
法
大
会
（
第
３
分
団
優
勝
し
県
大
会

出
場
）

②
７
月
22
日
（
金
）
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

三
役
会

③
７
月
28
日
（
木
）
社
会
福
祉
協
議
会
評
議

委
員
会

④
介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
開
催

（
８
月
よ
り
８
回
実
施
）�

以
上

自治会館の電話は、982-3904　FAXは、982-3904　Eメールは、koma-m@abelia.ocn.ne.jp　です。

　

平
成
28
年
度
（
７
月
）

　

第
４
回
定
例
役
員
会
報
告

平
成
28
年
8
月
20
日
（
土
）

午
後
6
時
～
7
時　
　

自
治
会
館
２
階
会
議
室

◆
Ⅰ　

協
議
事
項
◆

（
１
）
平
成
28
年
第
37
回
夏
祭
り
反
省
に
つ
い

て
夏
祭
り
反
省
に
つ
き
ア
ン
ケ
ー
ト
集
約
実
施

夏
祭
り
収
支
報
告
９
月
ま
で
に
整
理

（
２
）
防
災
訓
練
（
住
民
安
否
確
認
防
災
訓
練
）

の
方
法
に
つ
い
て

安
否
確
認
の
準
備
体
制
の
確
認

公
民
館
で
の
防
災
訓
練

（
３
）
武
蔵
台
・
横
手
台
体
育
祭
（
９
月
25
日
）

に
つ
い
て

役
割
分
担
の
確
認

賞
品
手
配
の
確
認

参
加
者
へ
の
対
応
と
準
備
体
制
に
つ
い
て

（
４
）
山
林
草
刈
に
つ
い
て

今
年
か
ら
（
果
樹
広
場
）
の
草
刈
を
行
な
う

（
実
施
予
定�

10
月
１
日
（
土
）

（
５
）
日
帰
り
バ
ス
旅
行
募
集
に
つ
い
て

◆
Ⅱ　

会
長
・
区
長
か
ら
の
報
告
◆

（
１
）
会
長
報
告

①
社
会
福
祉
協
議
会
会
員
増
強
の
確
認

②
各
委
員
会
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
確
認

③
ダ
ス
ト
Ｂ
Ｏ
Ｘ
キ
ャ
リ
ー
の
使
用
状
況
の

把
握
と
今
後
の
対
応
に
つ
い
て

　

平
成
28
年
度
（
8
月
）

　

第
5
回
定
例
役
員
会
報
告

④
ア
カ
シ
ヤ
道
路
（
自
治
会
館
前
か
ら
汚
水

処
理
場
前
）
歩
道
改
修
実
施
８
月
22
日
～

９
月
末

⑤
中
央
通
り
フ
ォ
ー
ユ
ー
Ｄ
前
か
ら
木
綿
沢

交
差
点
間
、
雨
水
人
孔
蓋
13
個
所
交
換
８

月
９
日
～
22
日

⑥
８
月
15
日
振
り
込
め
詐
欺
防
止
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
、
高
麗
郵
便
局
前
に
て
実
施
（
安

全
対
策
部
）

⑦
８
月
28
日
日
高
市
防
災
訓
練　

（
２
）
区
長
報
告

①
８
月
18
日(

木)�

国
民
健
康
保
険
審
議
会

②
８
月
20
日(

土)�

埼
玉
県
消
防
団
県
大
会

（
鴻
巣
）、
日
高
市
第
三
分
団
優
勝

③
８
月
24
日(

水
）
日
高
市
行
政
審
議
会
・

健
康
推
進
い
き
い
き
体
操
会
議

④
８
月
26
日(

金
）
日
高
市
区
長
会
役
員
会

⑤
８
月
30
日(

火
）
日
高
市
社
会
福
祉
協
議

会
３
役
会�

以
上

林　
　
　

政
道
（
74
歳
）
二
─
二
十
七
─
一

　

ご
逝
去
日　

五
月
十
四
日　

吉
田　
　

壽
子
（
85
歳
）
五
─
十
五
─
七

　

ご
逝
去
日　

七
月
三
日　
　

　9月17日（土）は中学校の体育祭です。
多くの皆さんのお孫さんと同じ年頃の子
供たちが真剣に頑張る姿には、いつも楽
しさと感動をもらっています。お出かけ
ください！楽しんで下さい！『元気』を
もらって下さい！
　 （武蔵台中学校評価委員・田中三千年）

武蔵台中学校の体育祭に
出かけてみませんか!!
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自治会館は、毎週月、水、金の午前 10時〜午後３時、土の午前 10時〜正午まで（年末年始、祝日除）開いています。

ダストボックスの維持管理について
一人一人がマナーを守り愛情をもって使うことで、住
みよい街となり、自治会の経費軽減にもつながります

　武蔵台にある79か所のダストボックスは、土地を
含め市に移管されており、自治会は、日高市と維持管
理の契約を取り交わしています。
　平成17年頃から、経年変化による傷みが顕著にみ
られるようになり、武蔵台の環境にふさわしい状態を
維持するために、自治会では平成19年度から補修工
事に取り組みました。工事は緊急性を考慮して、
①扉の塗装
②外部躯体の補修及び塗装、天板のジョイント部の
シールの打ち替え

③内部床の補修
の順に進め、本年度からは③の「内部床補修」に着手
しました。
　ダストボックスは常時途切れなく使用されるため、
内部床の補修に使用する材料は制約を受けます。床の
剥離、ヒビの補修材は速乾性が要求され、消毒薬に対
する適性、材料の安全性も重要です。これら条件を考
慮し決定されました。工事は1丁目から着工中で、引
き続き7丁目まで進めていく計画です。

　補修の費用は、皆様にご協力をいただいております
資源ごみ回収報奨金の一部を充当することにより賄っ
ています。近年、武蔵台の資源ごみの回収量は減少し
てきており、補修費が自治会財政を圧迫する要因とな
る可能性があります。一時は年間300万円以上あった
この報奨金は、年々減少状況にあります。皆様にはよ
り一層の資源ごみ回収にご協力をお願い致します。
生ごみを出す際には、十分な水切りと、ごみ袋の破袋
が無いように・・！

　生ごみのごみ汁は悪臭のもとになり、ダストボック
ス近くのご家庭に多大なご迷惑をかけることにもなり
ます。更には、虫の発生、コンクリートの劣化をひき
起こします。
　自治会では、現在のダストボックスの延命化を図り

移送サービス検討委員会活動中間報告
　自治会では、近い将来に超高齢化社会の出現が確実
視される状況の中で、我々が日常生活を営む身近な地
域社会に、「活力」と「楽しさ」を構築するために今何
をなすべきかを議論してきました。その中で、「移動弱
者にたいする移動サポート」が地域活性化の重要な鍵
を握るのではないかと考えるようになりました。
　長年にわたり、移送サービス事業化の実現のための
議論を重ねてきました。その間、平成26年には日高
市の協力のもと試行運行も実施し、現実的な課題の抽
出・検討を進めてきましたが、今日まで実現には至り
ませんでした。本年度も「移動サービス検討専門委員会」
を設置し、既に3回の委員会を開催し議論を進めてお
ります。

　委員会で検討をしている課題は、要約すると次の4
項目と考えています。
①　「道路運送法」の解釈

②　事業運営経費負担の見通し
③　住民に対する説明と周知
④　地域コミュニティーの育成

　①、②については、意見の集約がなされつつあります。
　③については、自治会の組織を最大限に活用して準
備を進める予定です。
　④の課題は、住民が自由に集い、語らいのできる場
を作るということです。地域活性化のためには大変重
要な問題で、移送サービスと相関する課題と考えてい
ます。ただしこれについては長期的視野に立ち、行政
との連携も含めて考えていかなければならないと思っ
ています。
　　いずれにしましても、目標として平成29年後半
までに移送サービス事業を開始できるように作業を進
めている現状です。
� （委員長　桂好弘）

　28年度、自治会は重要な課題を的確に解決または検
討を深めるために、次の4つの専門員会を設置し、活
動を開始しています。
①　自治会館改築検討委員会（菅野委員長）
②　移送サービス検討委員会（桂委員長）

専門委員会活動について

ながら、環境の維持に努め
ていきます。住よい街、清
潔な街を維持するためにも、
皆様一人一人がマナーを守
り利用して頂けるよう、ご
協力をお願い致します。

（環境衛生部　村端）

③　自主防災検討委員会（田中委員長）
④　あり方検討委員会（西條委員長）

武蔵台だよりでは、これらの委員会が検討している課題
と検討の現状を順次報告していきたいと考えています。
今回は、「移送サービス検討委員会」を取り上げました。

（広報部記）
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今年も幼稚園、小学校、中学校の皆さんの
美しいポスターが中の田公園沿いを飾りま
した。皆さんありがとう！

祭りの1週間前、自治会役員、協力会員の
皆さんの手で櫓の組み立て。
暑い！重い！　安全第一ですよ！

祭り当日、朝7時から班長さん、有志の
方々、総勢100人を超える手によって、祭り
会場が作られました。11時には準備完了！

夕方、清流苑のお年寄りの方々も祭り観戦
に。アトラクションが始まるのを楽しみに
していました。

武蔵台中学校生徒さんによる吹奏楽が始ま
り、お祭り気分は一気に盛り上がります。

子供たちの躍動感がみんなに元気を与え
る！　素晴らしいダンスが続く。

谷ケ﨑市長をはじめ多くの来賓の方々から
熱いメッセージ。

フラダンスに魅惑され・・・ 櫓の上では90歳になるお年寄りも元気に踊る！
元気をもらい自信を深める人・・、負けじと踊
りの輪にとけ込む人・・　夏の祭りは頂点に！

絆を育んだ夏祭り
このような風景が末永く続いてほしいと思った一日でした！

　８月6日土曜日、今年も中の田公園で熱く夏祭りが開催されました。
　3時、やぐら前のステージで子供たちがザワザワ。ビンゴ大会のはじまりです。
まだ日差しの強い4時、「ビンゴ大会ではっぴを受け取った子は山車巡行の時間です。山車前に集まって下さい！」
のアナウンス。でも、子供たちは山車どころではない様子。模擬店でゲームの真最中。そんなアナウンスが数回、
お囃子の音と共に山車がいよいよ出発。
　4時半頃になると武蔵台中学校 -吹奏楽部の演奏がはじまり、大人の姿が増えはじめてきた。『おひさしぶり！』『元
気だった？』の声があちこちであがっている。
ダンススクールの子供たちのダンスを観たり、模擬店の焼き鳥や焼きそばを食べたり・・。
　そして、陽が沈み、提灯に灯りがともり、太鼓の音と共に曲が流れる。やぐらの周りにはひとの輪ができ、ゆっ
たりと踊りを楽しむ人たちでその輪が膨らむ。いつの時代も変わらない光景。いいですね！
　終演の9時に近づき、思い思いに楽しんでいるとひとたちにつらいアナウンス、「次は最後の曲になります・・」
　お祭りが終わった9時を過ぎても、テーブル席ではまだまだ話が尽きないようでした。この様な風景が末永く続
きます様に・・

（取材　広報部　池辺、達城、内野井）���
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昨年度の支援活動は1600時間を超える・・
　おたすけ隊については、昨年の武蔵台だより341号で紹介
させて頂きましたが、今回は最近の活動状況と今後の見通し
等について記載いたします。
　昨年27年度は48名の協力会員で1602時間の支援活動を
行いました。室内の掃除、片付け、庭の草取り等に加えて、最
近は車を使った付添い支援（移送）による通院、買い物、市
役所、郵便局等への外出等の要望が増え、その支援時間は全
体の50%になっています。
　住宅設備の老朽化に伴う簡単な補修要望への対応（水道、
チャイム、ポスト、フェンス等）や、包丁研ぎ、爪の手入れ
など諸々の困りごとの対応なども増えています。
現在の生活支援主体の活動に、今後は見守り活動も加えたい・・
　高齢化が進む武蔵台は、本年7月の市の人口統計では65歳
以上が44.6%で、10年を待たずに高齢化率が50％を越える
のは必須です。このような状況下で一人暮らしの方も増えて
きております。おたすけ隊では現在実施している生活関連支
援と合わせて、見守り活動を今後の活動の一つに加える必要
があると考え、社会福祉協議会や関係部門と協議を進めてい
く予定です。
自治会の移送サービスを補完し地域活性化につなげたい・・
　自治会が検討を進めている移送サービスを早期に実現して
頂き、移動手段のない方々の外出機会を増やして地域の活性

化につなげることを希望しています。おたすけ隊は自治会の
移送を補完し、自治会が対応し難い地域外への移送に徐々に
移行していきたいと思います。
福祉ネット等が進める共助社会づくりを更に深める活動を目指す・・
　武蔵台は先輩方の先見の明で早くから福祉ネットを中心と
して共助社会づくりが進められてきました。共助社会を更に
深めていくためには担い手が増えると共に途切れることなく
スムースにバトンタッチが続いていくことが必要です。7月に
実施された東京大学都市工学科の郊外型住宅地の住まい方ア
ンケートの結果報告会では、「10年後を見据えた自分自身と
街の姿を考えての行動が必要」との示唆もありました。地域
活性化のためにも、皆様の更なるご理解とご協力をお願い致
します。

　おたすけ隊と福祉ネットへのお問い合わせ：
　080-1318-4619又は、042-982-1116

　7月21日、武蔵台公民館で『郊外住宅地の住い方調査』
の結果報告会が開催されました。
（開催者：㈱東急不動産次世代技術センター　協力：こま武
蔵台自治会・こま武蔵台ふくしネット　参加者数：51名）　
昨年12月に実施し、611世帯から回答が得られたアンケー
ト調査の分析に当たられた東京大学・住宅都市解析研究室の
樋野准教授から、調査結果とその分析についての報告があり
ました。調査は、武蔵台のような郊外住宅地において、安全
で安心できるくらしを維持し、良好な住環境を次代に継承す
るための施策を検討するためのもので、報告から、「10年先
の街の将来の姿を想像して、我々がいま何をしなければなら
ないかを考えましょう！」というメッセージが投げかけられ
ました。
約8割の方が『終の棲家に』・・
　注目するポイントは、実に77％の方が「自宅を終の棲家と
したい」と考えていることです。その一方で、回答の73％が
「買い物の不便さ」、62％が「車以外での移動が困難」を問題
点としてあげています。
団地内のお店を支え、育成する行動が重要・・
「食料品の買い物」については、92％が地区外の店舗で買い
物をしており、団地内のショッピングセンターを利用してい
る人は7％でした。商品の取りやすさ、トイレの使いやすさ
など、商品の充実以外にもお店の努力が必要とする分析があっ
た一方、住民側が考えるべき課題として、地域内にショッピ
ングセンターがあるという利点をもっと認識し、それを支え

『郊外住宅地の住い方調査』の結果報告会
10年先の武蔵台の生活を想像し、いま、わたしたちは何をしなければならないのか？

なって欲しい街にしていくために！

るための住民による能動的支援・育成行動が重要との指摘も
ありました。
居場所づくり、共助の意識と行動が地域活性化の基盤・・
「移動が困難」という問題については、現在実施されている
福祉ネット・おたすけ隊の付き添い支援、及び、自治会で検
討中の移送サービス事業などが有効に機能することが重要と
分析。
「気楽に行ける場所（居場所）を持つこと」は、高齢化が進
むにつれより重要となる。「居場所づくり」、「居場所への移動」
を地域全体で考えることが必要で、サロン活動や移動支援活
動が地域活性化を支える基盤的な活動になるとの考えが示さ
れました。
わたしたちにできることは何かを考え、そして行動する結果が・・
　こま武蔵台が将来も、「高齢者が住みやすい街」、「若い人が
住みやすい街」になって欲しいと多くの人がアンケートで答
えています。この街に愛着を持ち、安心して将来住み続ける

報告は参加者に大きなインパクトと
なりました。

付き添い支援に活躍するさ
さえ合い号
（社会福祉協議会から貸与
された福祉車両)　　

ためには、我々一人一
人が自分にできるこ
とは何かを考え行動
をすること。その結果
が、『なって欲しい街
になっていく』ことに
繋がることを教えて
頂いた報告会でした。
（取材：広報部　柳沢）

武蔵台地域おたすけ隊の活動
共助社会の活動を展開し地域活性化につなげたい！

武蔵台地域おたすけ隊　主任コーディネータ　進藤　武仁
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　前回（武蔵台だより -第342号、「武蔵台の中を秩父詣での古道が貫い
ていた！」）では、開発前の武蔵台の西側を通っていた横手古道、木綿沢道、
太郎坊新道について紹介しました。今回は東側の道について紹介します。
　この程、高麗駅横の加藤家から天保７年（1836）に清水家に提出した
台村の古地図をお借りました。江戸時代の台村は天領で三卿の清水家の
管轄にありました。地図の但書によると、江戸時代末に住居は57軒、寺
1軒で石高は82石ありました。狭山湖付近の村の石高と比較するとさほ
ど豊かな村では無かった様です。地図には、円福寺、高札場、御嶽神社、
愛宕神社が記載されており、円福寺、御嶽神社を中心に吾野と川越を結
ぶ横手村から台村を通り巾着田のある梅原村へ抜ける吾野街道が主道で、
他は生活や労働のための道です。
　残念ながら団地中心部に江戸時代の道は残っていませんが、東側の外
れには少し残っています。高麗駅横の踏切からフレンド幼稚園に伸びる
道とその枝道で、フレンド幼稚園北側の三叉路は江戸時代のままです。
180年前の往来を想像すると感慨深いものがあります。現在の高麗駅の
下を流れている日向川に沿って田圃が中の田公園まで続いていましたが、
その他の１丁目は畑でしたし、３丁目は林、５丁目は秣（馬草）場だっ
たようです。中の田公園の東側に「稲荷下」という字（あざ）があり稲
荷神社が祭られていました。団地内の唯一の社だった様ですが、開発の
際に移設され、今はひっそりと高麗駅の北側に安置されています。
　また団地内は通ってはいませんでしたが、主道の吾野街道に飯能から
の道（飯能街道）が合流していました。現在の国道299の旧道で、西
側の横手古道に対し東側の道は滝不動から巾着田に流れこんでいる大沢
堀川を三度も渡って曲がりくねって飯能まで続いていた谷を抜ける細道
だったことが伺えます。滝不動尊沿いの谷田や大鶴巣公園下の谷田に行
く道でした。江戸時代に滝不動尊はありませんでしたが、地形から想像
するに、飯能へ抜けるのに滝不動尊の通過は難所だったと想像します。
現在はバイパス工事で旧道を辿ることが出来ませんが、大沢舎前の道を
下ると深い森の中を流れる大沢堀川に朽ちた丸太が４～５本掛かってお
り、秩父への往還に横手古道が使われた理由が判ります。
　ここからは明治時代以降の話ですが、台に90年間お住いの新井恒次
さんに伺いましたところ、明治22年の飯能への県道（現在の国道299）
の開道にあたっては、高麗川経由案と名栗川経由案の裁判係争以外に、
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江戸時代の台村の古地図から見える
武蔵台の古道は、

武蔵台、台地域の歴史を知ろう！ (パート３)

江戸時代の台の古地図

団地内を貫く太郎坊新道案と台を経由する
飯能街道案の係争もあったとの事です。ま
た昭和３年に武蔵野鉄道（西武鉄道の前身）
を飯能から鹿山、高麗神社経由で吾野へ敷
設する計画があったそうですが、台村で高
麗駅の土地を提供し現状に至ったとのこと
です。昭和７年に八高線が開通し高麗川駅
が出来ました。
　こうしてみると武蔵台は江戸時代後半か
ら出てくる地で、江戸～秩父の往還に関係
する場所でした。様々な経緯があって団地
をめぐる道が現在の交通網の基礎になって
いるのは大変興味深いものです。

７丁目　塚原一実


